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第２８１１回  例  会 （ Ｒ２．１．２１ 火 晴れ ☀ ） 

【 職 場 例 会  於 ： 犬 山 市 立 犬 山 中 学 校 】  

点 鐘 山根 雄司会長 

R . S 我等の生業 四つのテスト 

幹事報告 加藤 浩一幹事 

☆20-21 年度パスト会長会議のご案内 

 日時：1 月 22日（水）18：00～ 

 場所：あじか 

 ＊17：40 犬山駅東口 送迎バス出発 

 

会 長 挨 拶（山根雄司会長） 

 
 皆さん、こんにちは。 

  昨日から大寒に入りました。1 年で最も寒い時期が

まいりました。この寒さを乗り越えれば 2 週後は立春

です。しかしこの地域は暖冬の影響か今シーズン 1 回

も雪を見れていません。 

 真夏のオーストラリアでは、去年 9 月からの森林火

災で北海道の面積以上が灰となっています。これも温

暖化の原因と言われています。これから益々、火災の

影響で森林が減少し二酸化炭素を吸収できなくなり、

大雨や、干ばつなど、気候変動への影響が懸念されま

す。 

 今日は、安田委員長率います職業奉仕委員会の設営

によります 1 年生への企業説明会です。講師をされる

会員の皆様よろしくお願いいたします。 

 さて、私達企業人を取り巻く求人状況は、現在非常

に難しくなっています。 

2008 年のリーマンショックの求人倍率は 0.46 倍で

した。バブル期のピークでした 1990 年の 7 月の有効

求人倍率は 1.46 倍でした。では今はというと今年 1 月

の有効求人倍率は、愛知県で 1.96 倍で求職者 1 人に対

して 2 つの会社が手を上げているのだそうです。私の

建築、土木業種では、6.8 倍の求人倍率になります。 

 今日、企業説明会を受ける子どもたちは、5 年後あ

るいは 9 年後「金の卵」ではなく「ダイヤモンドの卵」

になるかもしれません。単なる求人活動ではなく、「働

くとは」というところから入っていただければと思い

ます。 

 以上で会長挨拶と致します。 

 

職場例会（職業奉仕委員会 安田 一生委員長） 

 

本日は職場例会に多くの皆様にご出席頂きましてあ
りがとうございます。今回の職場例会は「地域を支え
る企業説明会」と題し、犬山中学校 1 年生を対象に私
たちの会社や業界、業種、職業の説明をする設えとさ
せて頂きました。 

 近年、多くの企業が人手不足の状態が続いている中、
働き方改革にも取り組まなければならず、皆さま、大
変な思いをされていることと思います。 

 今回の職場例会では、将来様々なステージで活躍す
る子どもたちに、世の中にはいろいろな職業があるこ
と、地元にこんな企業があるなど知ってもらい、将来
の選択の幅を広めて頂きたいと考えております。そし
て地域や私たち業界の力になっていただくことを期待
したいです。 

本日、企業説明をして頂きます会員の皆様には大変
お世話になります。また説明会後、この場所にて食事
となりますので時間になりましたらお戻りください。
本日、説明のない会員様は 1 年生の教室で授業参観し
て頂ければと考えておりますので、宜しくお願い致し
ます。 

 それでは早速ですが、生徒の皆さんが皆様をお迎え
に来てくれておりますので順番に移動をお願い致しま
す。 
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＜スケジュール＞ 

11：20～ 例 会  ＊本館 3 階 ふれあいルーム 

11：30～「地域を支える企業説明会」  

 ＊1 年生教室に移動 

12：15～ 食 事 ＊ふれ愛ルームへ移動 

13：00  閉 会  

 

 

【 地 域 を 支 え る 企 業 説 明 会 】  

＜1 年 1 組＞ 

 

＜1 年 2 組＞ 

 

 

 

＜1 年 3 組＞ 

 

 

 

＜1 年 4 組＞ 
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＜1 年 5 組＞ 

 

 

 

＜1 年 6 組＞ 

 

 

＜1 年 7 組＞ 

 

◎ご挨拶 

犬山市立犬山中学校 校長 勝村 偉公朗 様 

 

失礼いたします。本校の校長 勝村でございます。本

日は大変ご多様にもかかわらず、本校へおいでいただ

き、1 年生の生徒に大変貴重なご講話をいただき、こ

の場をお借りして厚く御礼申し上げます。 

さて、小中学校では昨今、キャリア教育の充実が叫

ばれております。令和になりまして人生 100 年、そし

て働き方改革が進む中で、中学生の子供たちも、これ

までにない職業感・勤労感・人生感そういうものを義

務教育の間に育くまなければいけないのかと考えてお

ります。 

そうした中、地域社会で本当にご活躍いただいてい

る皆さんにおいでいただきまして、子供たちにとって、

貴重なお話を聞くことができ、これから彼らにとって

大きな糧になるのではないかと思っております。1 年
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生でございますが、2 年生になっていく中で、職場体

験という形で、数日間ではありますが、地域の職場で

学んでまいります。キャリア教育というのは、ただ単

にどの職業に就くかということだけではなく、生徒一

人一人が職業を通して、自分のあるべき姿であるとか、

よりよい社会のありかたであるとかを考えていくこと

になるのではないかなと考えております。 

そのような中で、子供たち一人ひとりにとって、生

で皆様方の話を聞けて、貴重な経験になるのではない

かと思います。 

現在学校も新しい時代の中で、新たな学校づくりが

求められるようになってきました。従来のままではい

けないということで、新しい教育活動を想像していか

なければならないということで、我々も考えていると

ころでございます。そうしたところで学校だけでは、

我々だけでは子供たちを育てることはできない社会に

なってきていると把握しております。ぜひこれからも

色々な側面で、それぞれの地域の学校でありますとか、

普段から生徒を温かく支えていただいている皆様方で

はございますが、今後とも学校へのご支援・ご協力を

お願いをさせていただきまして、本日のお礼とかえさ

せていただきます。 
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